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①上位の政策名 政策目標１ 生涯学習社会の実現

②施策名 施策目標１－１ 生涯を通じた学習機会の拡大

③主管課 （主管課）生涯学習政策局政策課（課長：布村幸彦）
及び関係課 （関係課）生涯学習政策局生涯学習推進課（課長：芝田政之）

（課長名） 高等教育局大学課（課長：清木孝悦）／専門教育課（課長：徳久治彦）／学生課
（課長：戸渡速志）

達成度合い又は進捗状況④基本目標
及び達成目標 基本目標１－１ （基準年度：Ｈ 年度 達成年度：Ｈ 年度）13 16

高度で体系的かつ継続的な学習機会を提供する高等教育機関におい 概ね順調に進捗
て、学習者の多様なニーズに対応し、生涯を通じた幅広い学習機会を提
供する。

（ ）達成目標１－１－１ 基準年度：Ｈ 年度 達成年度：Ｈ 年度13 16
放送大学において、学生数１０万人を目指す。 概ね順調に進捗

（ ）達成目標１－１－２ 基準年度：Ｈ 年度 達成年度：Ｈ 年度13 16
各大学における社会人受け入れ体制の整備状況に応じて、大学の受け 概ね順調に進捗

入れられる社会人数を増加させる。

（ ）達成目標１－１－３ 基準年度：Ｈ 年度 達成年度：Ｈ 年度13 16
各大学院における社会人受け入れ体制の整備状況に応じて、大学院の 概ね順調に進捗

受け入れられる社会人数を増加させる。

（ ）達成目標１－１－４ 基準年度：Ｈ 年度 達成年度：Ｈ 年度13 16
社会が求める即戦力となる人材の養成のため、専修学校において受け 概ね順調に進捗

入れられる社会人の数を増加させる。

（ ）達成目標１－１－５ 基準年度：Ｈ 年度 達成年度：Ｈ 年度13 16
地域における生涯学習の機会を拡充するため、大学等における公開講 概ね順調に進捗

座の開設数を増加させる。

⑤ 各達成目標の 達成目標１－１－１
現 達成度合い 放送大学は、身近な学生の学習活動の拠点である学習センターの整備・充実及びそのブラン

、 、状 （達成年度が チ施設であるサテライトスペースの設置等を行ってきたことにより 平成１４年度の学生数は
の 到来した達成 約９万９千人と着実に増加しており、概ね順調に進捗している。
分 目標について
析 は総括） 達成目標１－１－２
と 大学においては、社会人特別選抜の促進、長期履修学生、サテライト教室の制度化等により
今 社会人の受け入れ体制の整備が進んでいる。平成１４年度における社会人特別選抜の導入大学
後 数は、４２２校と平成１３年度と比較して２３校増加しており、概ね順調に進捗している。
の
課 達成目標１－１－３
題 上記の施策（長期履修学生、サテライト教室等）に加え、大学院の高度専門職業人養成機能

の充実等により、平成１４年度の大学院における社会人の数は、１１，０００人弱と平成１３
年度（１０，０００人強）と比較して、順調に増加している。

達成目標１－１－４
専修学校においては、職種に応じた専門的能力を持つ人材や 社会の即戦力となる人材をIT

育成するため、様々な教育プログラムの開発事業を推進している。これにより、分野や地域を
超えた学校間連携や、産業界との連携基盤が生まれるなど、専修学校における教育の高度化・
活性化が図られ、高度な職業能力を有する人材の育成が行われており、平成１４年度からはキ
ャリアアップのための先導的な教育プログラム開発を行う「専修学校社会人キャリアアップ教

」 、 、 。育推進事業 を実施するなど 専修学校において 社会人により対応した施策を展開している
これらの施策により、専修学校が社会人を受け入れられる環境整備を進めており、概ね順調に
進捗している。

達成目標１－１－５
大学公開講座は、地域住民に対し広く高度な学習の機会を提供する極めて意義のあるもので

あり、年々着実に地域に定着している。開設講座数及び受講者数は増加傾向にある。

基本目標達成 平成１４年度の基本目標の達成度合いについては、放送大学の学生数が着実に増加している
に向けての進 こと、大学院における社会人の数も順調に増加していること、学習者の多様なニーズを踏まえ

（ ） 、捗状況 た高度専門職業人の養成に係る制度改革 専門職大学院制度の整備 が行われたことなどから
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概ね順調に進捗。

今後の課題 放送大学の設置主体について、従来の特殊法人から学校法人への転換を図ることにより、そ
の運営の効率化等を推進し、生涯学習の中核的機関として国民の多様な学習ニーズに、より一
層適切に応えていく必要がある。
また、厳しい雇用情勢の中で、離職者が誇りと生きがいをもって再就職に向けてキャリアア

ップのために学ぶ仕組みをつくるなど、社会人により対応した施策を展開するとともに、人々
の多様化、高度化した需要や地域ニーズに合致するような学習環境の質的・量的な充実を図る
必要性が高まっている。
このため、社会人が、大学等において、社会の変化に対応できる職業能力を育成することが

重要であり、大学等が専門的な内容や先端の知識・技術の学習機会の提供を行うキャリアアッ
、 、 、プ講座を開設するため 文部科学省としてはそのモデルプログラムの開発 普及を図ることが

引き続き、必要である。
大学公開講座は、年々増加傾向にあるが、引き続き、人々の多様化、高度化する学習需要や

地域ニーズに対応した講座の開設及び内容の充実を図っていく必要がある。

評価結果の15 平成１５年度予算においては、学校数の増加等、新たな需要に応えるため、放送大学の充実
年度以降の政 ・整備、大学における公開講座の実施推進を図るとともに、引き続き「専修学校社会人キャリ
策への反映方 アアップ教育推進事業」を実施するなど専修学校における社会人の受け入れ体制を整備する施
針 策の充実に努める。
(政策評価法 また、平成１５年度においては、各大学における社会人特別選抜の促進や、校舎等以外の場
第11条に基づ 所で授業を行うサテライト教室の整備などをさらに充実するとともに、専門職大学院の設置及
く総務大臣へ び長期履修学生制度の促進、社会人のキャリアアップを図るためのプログラム開発、普及を図
の通知事項) る「大学等における社会人キャリアアップ推進事業」を実施するなど、社会人の受け入れ体制

の充実を図る。
平成１５年度以降、専修学校等において「実務・教育連結型人材育成システム（日本版デュ

アルシステム 」を導入し、企業実習と教育・職業訓練の組合せ実施により、専修学校等にお）
ける社会人の受入れ体制の整備を図る。

⑥指標 指標名 １０ １１ １２ １３ １４

69,775 76,229 84,086 89,770 99,281放送大学の学生数（人）
（達成目標１－１－１関係）

319 336 362 399 422社会人特別選抜の導入大学数
（達成目標１－１－２関係）

7,204 8,094 9,406 10,287 10,973大学院における社会人の数（人）
（達成目標１－１－３関係）

42,026私立専修学校における社会人の数（人） － － － －※
（達成目標１－１－４関係）

大学等における公開講座の開設講座数 － －16,009 13,275 18,469
うち国立大学における公開講座の開設講座数 －1,178 1,159 1,440 1,752

（達成目標１－１－５関係）

5,243 5,092 4,712 4,224 3,922参考指標 大学（学部）における社会人特別選抜枠による入
学者数（人）
（達成目標１－１－２関係）

2 ,668 ,086 2 , 7 0 1 , 1 0 4 2 ,740 ,023 2 , 7 6 5 , 7 0 5 2 , 7 8 6 , 0 3 2大学の在籍者数
2 ,428 ,269 2 , 4 4 8 , 8 0 4 2 ,471 ,755 2 , 4 8 7 , 1 3 3 2 , 4 9 9 , 1 4 7うち学部の在籍者数（人）

178 ,901 191 ,125 2 0 5 , 3 1 1 216 ,322 2 2 3 , 5 1 2うち大学院の在籍者数（人）
（達成目標１－１－２、１－１－３関係）

708,426 703,498 702,277 706,198 720,591私立専修学校の在籍者数（人）
（達成目標１－１－４関係）

大学等における公開講座の受講者数（人） －750,196 728,257 790,510 859,487
（達成目標１－１－５関係）

※平成１４年度から調査開始備 考
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↓
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えず向上させる必要

《社会の成熟化》
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背景・現状

達成目標１－１－３
各大学院における社会人

受け入れ体制の整備状況に
応じて、大学院の受け入れ
られる社会人数を増加させ
る。

達成目標１－１－４
社会が求める即戦力とな

る人材の養成のため、専修
学校において受け入れられ
る社会人の数を増加させる。

達成目標１－１－５
地域における生涯学習の

機会を拡充するため、大学
等における公開講座の開設
数を増加させる。
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